
礒田正美, “関数の思考水準と表現世界の再構成過程に関する研究～こどもの面接調査を通し

て～” 

 

概要 

関数の学習による関数及び関数の考えの変容を記述するのが研究の目的である。これまで、関数

の思考水準によりその変容を記述してきた。今回の報告は、その水準を、関数及び関数の考え方

の表現世界の変容としてより詳細に記述することが目標である。具体的には、表現世界の記述枠

組みを設定し、こどもの面接調査を通して、表現世界の構成とその再構成過程を記述することを

課題とする。本課題の数学教育上の位置は、S.Wagner、C.Kieran による An agenda for Research 

on the Learning and Teaching of Algebra によれば、次のように記述される。Research of Algebra

において、本課題は「代数における特定の概念/過程（例えば、変数、関数、多項式、方程式な

ど）に関連した理解の水準とは何か？」に対する研究と位置付けられ、「a.そういった水準をど

のような方法で特徴付ける、さもなくば、定義するか？（例えば、直感的、操作的、関係的、形

式的など）」という課題に対して、思考水準と知識表現によって理解の水準を記述しようとする

ものである。そして「b.以下に関して、認知的な階層はあるか？：～表現のスキーマのタイプ、

そして～例えば、離散対連続（関数）、もしくは 1変数対 2変数（方程式）というような、他の

特色」について、今回の報告では特に知識表現のモデルを階層化し、知識構造（スキーマ）の特

徴を明らかにすることを課題とする。さらに、「c.理解のある水準から他の水準への移行によこ

たわるメカニズムは何か？」については、数学化の意味世界再構成過程の枠組みから、メカニズ

ムの一端を解説可能な範囲で言及する。 
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